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4.古 式大相撲 の取組 み





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































***発 表 を 終 え て***
何年 も東京 に住 みなが ら、京都 に戻 って くる こと は爽
やか な気分 です。京都 自体 は、 そんなに変 わって い ません
で した。多分、変 わったのは私 の視線 で しょう。 東京大 学
在籍中 に読書 を重 ねた ことで、絵葉書 や観光 に現 われ る京
都で はな く、国 の文化財保護政策 によ って守 られ、 再構 築
され、想像 された京都 が私 の目に写 りま した。
初 めて京都 を訪 問 した時、 ッアーバスで可視 スポ ッ トを
次々 と廻 ったため、京都 の街 は小 さい とい う印象 を持 ち ま
した。今回、小 さ く感 じたのは自分 自身 で した。 もう観 光
す るの はやめ、 ホテルか ら京都動物 園まで歩 いた りして 、
長い一 日を過 ご しま した。映画館 の看板 を見 た り、 公 園で
中国人親子が体極拳 をや ってい るのを観察 しま した。 偶然
出会 った メキシコか らの留学生 とハーブテ ィーを飲んだり、
バー チャル京都 のある電話会社 でイ ンターネッ トを使 って
サー フを楽 しみ、最後 は動物園 で珍獣 も見 ま した。 ゆ った
りと時を感 じる経験豊か な一 日で した。
東京へ の帰路、「今 日の京都 は本物 の京都 だった?」 と夢



















エ ンゲルベル ト・ヨリッセ ン(日 文研客員助教授)
EngelbertJORIβEN






















セ ップ ・リンハ ル ト(ウ ィー ン大学教 授)
SeppLINHART




スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学助教授)
SusanNAPIER





ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)
e
JamesC.DOBBINS












































ハル トムー トO .ロ ーターモ ンド
(フ ランス国立高等研 究院教授)
HartmutO.ROTERMUND























エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研究所助教授)
EricSEIZELET




ス ミエ ・ジ ョ ー ン ズ(イ ンデ ィア ナ大 学 準 教 授)
SumieJONES




カール ・ベ ッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)
CarlBECKER




グラン トK.グ ッドマ ン
(カ ンザス大学教 授 ・日文研客員教授:)
GrantK.GOODMAN




イアン ・ヒデオ ・リー ビ
(ス タンフォー ド大学準教授 ・日文研 客員助教授)
IanHideoLEVY
































アハマ ドM.フ ァトヒ(カ イロ大 学講 師)
AhmedM.FATTHY






(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員助教授)
KarelFIALA




アレクサン ドルA.ド ー リン
(ソ連科学 アカデ ミー東 洋学研究所上級研究員)
AleksandrA.DOLIN




ウ イ ー ベP.カ ウ テ ル ト(ワ ー ゲ ニ ンゲ ン大 学 研 究 員)
WybeP.KUITERT
「バ ロ ッ ク ・ヨ ー ロ ッパ の 日本 庭 園 情 報











ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立
大学 リサーチフェロー ・日文研 客員助教授)
BeatriceM.BODART-BAILEY




サ トヤB.ワ ル マ
(ジ ャ ワハ ル ラ ー ル ・ネ ー ル 大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)
Satya.B.VERMA














ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助教授)
DonaldM.SEEKINS










辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)
SHINYong-tae
「日本語 の起源











(デ リー大学 教授 ・日文研客員教 授)
SavitriVISHWANATHAN
「イン ドは日本 か ら遠 い国か?一 第二次大戦後 の



















ポール ・マ ッカーシー(駿 河 台大学教授)
PaulMcCARTHY








広 島校学長 ・カンザス大学東 アジア研究所長)
G.CameronHURST皿
「兵法から武芸へ一徳川時代における武芸の発達一」





「オース トラリアか ら見た 日本社会 」










李 栄 九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)
LEEYoungGu
「直観と芭蕉の俳句」




(米国 ウェス リア ン大 学助教授 ・日文研客員助教 授)
WilliamD.JOHNSTON
「日本疾病史考 一 『黴毒』の医学的 ・文化的概念の形成」



























清 水 義 明(米 国 プ リン ス ト ン大 学 マ ー カ ン ド栄 誉 教 授)
YoshiakiSHIMIZU
「チ ャール ズL.プ リアー(1854～1919)と プ リアー 美 術 館










タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)
TakieSUGIYAMALEBRA
「皇太子妃選択 の象徴性




姜 希雄(ハ ワイ大 学教 授 ・日文研客員教授)
H.W.KANG



















オ ロ フG.リ デ イ ン
(コペ ンハーゲ ン大学教授 ・日文研客員教授)
OlofG.LIDIN
















ウィリー ・ヴァン ドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴ ァン ・
カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)
WillyVANDEWALLE













「外 か ら見 た日本文 化 と日本文学


















(フ ィ リピン大学 アジア ・セ ンター準教授)
SylvanoD.MAHIWO












チヤールズ 」 クイ ン
(オハイオ州立大学準教授 ・東北大学 客員教 授)
Cha「les〔LQUINN








(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員 教授)
'
FrangoisMACE


















ミハ イ ル ・ウ ス ペ ン ス キ ー
(エ ル ミタ ー ジ ュ美 術 館 学 芸 員 ・日 文 研 客 員 助 教 授)
MichailV.USPENSKY
「根 付 一 ロ シ ア ・エ ル ミタ ー ジ ュ美 術 館 の コ レ ク シ ョ ンを




















ア リソン ・トキ タ
(オース トラリア ・モナ シュ大学助教授 ・日文研客員助教授)
AlisonTOKITA







(ロシア科学 アカデ ミー東洋学研 究所極東文学 課長)
LioudmilaERMAKOVA
































(カ ンザス大学助教授 ・日文研 客員助教授)
WilliamSAMONIDES




























イザベル ・シャリエ(神 戸大学 国際文化学部 外国人教師)
IsabelleCHARRIER




モー リス ・モー トン






マーク ・コウデ ィ ・ポール トン
(ヴ ィク トリア大学 ・日文研客員助教授)
MarkCodyPOULTIN

















ハーバー ドE・ プルチ ョウ















編集発行 国際 日本文化研究 セ ンター
京都市 西京 区御 陵大枝 山町3-2
電話(075)335-2048
問 合 先 国際日本文化研究センター
1997
管理部 ・研究協力課
*******
国際 日本文化研究センター

■ 日時
1996年6月11日 ㈹
午後2時 ～4時
■ 場所
国際交流基金 京都支部

